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Touch the Future



持続可能な社会の発展のために

私たちは、常に前向きな変化を志向し、より良い未来のために

サステナビリティへの取り組みを積極的に推進します。その取り組みを通して、

私たちの事業が及ぼす環境・社会への影響に対する理解を深め、

私たちを取り巻く社会の持続的な発展の実現に貢献します。

目に 美しく、触り心 地 に 優 れ 、
使って 便 利 な 製 品 で 、
お 客 様 の 期 待 に 応 える

私たちのビジョン

編集方針

本レポートは、ウルトラファブリックス・ホールディングス株
式会社及び日本子会社である第一化成株式会社（第一化
成）、米国子会社であるUltrafabrics Inc.（Ultrafabrics）
のサステナビリティに対する考え方を示し、またそれに基
づく具体的な活動内容を報告するものです。
　2019年度版では、わが社の事業活動をステークホル
ダーの皆様にご紹介することを目的に、5月にロンドン・ク
ラーケンウェルに開設したわが社のショールームを特集記
事としてまとめました。サステナビリティ活動の詳細につい
ては、当社のサステナビリティフレームワークである「製品
（Product）」「地球環境（Planet）」「人（People）」に分類し
て報告しています。

報告対象期間
本レポートでは、原則として2018年1月１日～2018年12
月31日の活動を対象としていますが、一部の活動内容に
ついては対象期間外のものも含みます。

報告対象範囲
本レポートは、ウルトラファブリックス・ホールディングス株
式会社及び国内外の子会社を含めたグループの取り組み
を報告しています。
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トップメッセージ

未来を見据えた前向きな変化を志向し、
グループ一体となって社会の課題に向き合う

代表取締役社長

吉村　昇
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当社製品は一般的に「合成皮革」と呼ばれてきましたが、本革に近い製品を目指して開発や生産を 

しているわけではありません。当社のお客様は本革では得ることのできない触り心地とデザイン性や

機能性を求めており、当社製品はこれらのニーズに沿って生み出される新しい素材なのです。当社 

グループでは、オフィス家具から自動車・航空機など幅広い業界にまたがる様々なニーズを、米国を

拠点とするUltrafabricsが顧客から収集し、日本の第一化成が日本の技術によって製品化・生産し、

旗艦ブランドであるULTRALEATHER®やBRISA®をはじめとするブランドのもと1,000以上に及ぶ 

製品を世界中のお客様にお届けしています。

2018年5月にはデザインの中心地であるロンドン・クラーケンウェルに当社グループ初のショールー

ムを開設しました。お客様の多様なニーズやスタイルに関する情報を積極的に収集するとともに、 

グローバルブランドの確立を目指した積極的な情報発信を推進します。また2018年9月には国内生

産設備の拡充による製造工程2ライン化を完了し、高い品質に加え量の面でも安定的な製品供給が

可能となり、当社が成長戦略の柱と位置付けるグローバルに事業を展開する自動車や航空機分野の

お客様との取引を積極的に推進できる体制が整いました。

現在世界には地球温暖化をはじめとする気候変動や資源問題から多様性豊かな社会づくりに至るま

で、サステナビリティに関する様々な課題が存在します。中長期の成長戦略の中で、これらの課題に

対する取り組みは今後更に重要になると認識しており、当社のサステナビリティのフレームワークで

ある「Product」、「Planet」、「People」それぞれの領域でこれらの課題に向き合うことで、事業成長

と環境保全・地域社会発展の並立を目指します。また、より革新的でサステナブルな製品を皆様に 

お届けすることで、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

ウルトラファブリックス・ジャパン
株式会社

第一化成株式会社
（基礎技術・製造）

Ultrafabrics Europe Ltd.

Ultrafabrics Inc.
（グローバルマーケティング、ブランドマネジメント）

ウルトラファブリックス・ホールディングス株式会社
（2017年10月1日付で商号変更）　純粋持株会社
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2017年にホールディングスのもとに統合されたUltrafabricsと第一化成は、各社それぞれに、また両社

一緒に大きな一歩を踏み出しました。私たちは、販売と製造の両翼を担う両社がともに踏み出した一歩

を嬉しく思うとともに、この一歩を緊密な協力関係、互いへの尊敬と信頼により更なるグループの発展に

つなげてまいります。

　2019年は、当社の主要な市場であるオフィス用家具、自動車、そして航空機内装材分野において引き

続き力強い需要が期待されております。更に当社は、新たな産業・市場への参入や新商品の開発・販売を

推進することで、より多くのお客様に私たちの商品をお届けするとともに、新たな成長機会を継続的に

創出していきます。

　Ultrafabricsは、事業の環境に与える負荷を低減させていくというグループ共通の目標のもとで、 

グループ各社との事業の一体化を着実に進めていくことで私たちを取り巻く社会環境に関する課題によ

り効果的に取り組み、企業市民としての責任を果たしてまいります。また、共通のビジョンと戦略により、

私たちは当社グループ、当社の従業員、そしてステークホルダーの皆様とともに、魅力的な成長機会を

捉え、その実現に努めてまいります。

取 締 役

ダニエル・ベッカープリマック
Ultrafabrics Inc. 
取締役President

取 締 役

クレイ・ローゼンバーグ
Ultrafabrics Inc. 

取締役CEO

トップメッセージ
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2018年は第一化成にとって大きな「変化」の年となりました。Ultrafabricsとの事業統合に合わせ、お客

様のご要望や苦情、その他品質に関するフィードバックが確実に第一化成の開発や製造の現場に届き活

かされる体制づくりのために、工場と研究所を含む組織体制の大幅な変更を行いました。品質管理強化

にあたり両社が連携して品質管理を行うプロセスを構築することで当社が認証を取得していた

ISO9001の海外拡張を実現（UltrafabricsによるISO9001の認証取得）し、更にIATF16949認証の取

得準備を開始しました。商品開発の分野でも連携を深め、欧米のお客様が強い関心を持つバイオベース

の商品開発などに積極的に取り組んでいます。

　また、お客様に製品を安定供給できる体制を構築するために当社がこれまでに経験していない大幅な

設備及び人員増強を行い、新しい分野での成長を目指しグループの悲願であった製造工程の2ライン化

を2018年9月に実現しました。製造現場に蓄積されてきた技術とノウハウを確実に継承させていくとと

もに、新しい設備導入による効率的な製造プロセスの構築や、ISO14001認証取得に向けた環境マネジ

メント体制の整備を開始するなど、事業が環境に与える負荷を減らす取り組みを推進しています。

　2019年も前向きな変化を志向し、環境配慮型商品の研究開発や製造プロセスの継続的な改善を通

じた事業の環境負荷低減を推進し、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

取 締 役

田中 勉
第一化成株式会社

代表取締役副社長兼技術管掌

取 締 役

中川 豊彦
第一化成株式会社 
代表取締役社長

05



ファブリックの魅力を世界に発信する特集

06

2018年5月、Ultrafabricsは英国、欧州をはじめとする世界中の建築家・デザイナーが集う、イノベーションそしてデザ
インの中心地であるロンドン・クラーケンウェルに当社グループ初のショールームを開設しました。ショールームはインテ
リアデザインの分野で数々の賞を受賞しているOEO STUDIOの設計によるものです。匠の技、品質、様式、機能性や細
部にわたる美しさなど、日本と西洋の融合に焦点をあてた当社の新しいショールームにより、私たちは世界中の建築家や
デザイナーの皆様にこれまでにない創作の場を提供するとともに、お客様に感動と驚きをお届けします。
　ショールームは持続可能性を念頭に置いて設計されています。耐久性があり成長の早いトネリコ属の樹木を木材とし
て使用するとともに、内装の大部分をモジュールで構成することにより、大規模な改装をすることなく、少ない材料でトレ
ンドやニーズに応じたショールームの模様替えが可能です。

当社グループ初のショールームをロンドンに開設。
世界中の建築家やデザイナーの皆様にこれまでにない
創作の場を提供し、お客様に感動や驚きをお届けします。



ファブリックの魅力を世界に発信する
新製品Tottoriの発売に合わせ、
様々な職人工房イベントを開催

書道の夜 盆栽ワークショップ モーニングヨガ

岩本幾久子氏による陶芸展
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Tottori
Tottoriは当社のUltraleatherシリーズ

の新商品で、そのデザインは風の吹き荒

れる日本の鳥取砂丘のイメージに触発さ

れたものです。タイムレスな皮革調のシ

ボ※、優れた強度、更に繊細な質感と柔ら

かくしなやかな触感がTottoriの特色で

す。これらの主観的な感性に訴える特性

は当社商品特有の高い機能性と融合し、

お客様のニーズに応えます。

クライアント、デザイナー、一般の方々向けに、ショールームでは

イノベーティブで魅力的かつ和の感性に訴えるイベントを開催し

ています。2018年9月には、当社の新製品であるUltraleather 

Tottoriの発売に合わせて1か月間にわたりArtisan Studio（職人

工房）イベントとしてBonsai Workshop（盆栽ワークショップ）、

Calligraphy Night（書道の夜）、著名な英国在住の日本人陶芸家

である岩本幾久子氏による陶器展を続けて開催しました。

※ ｢シボ」（絞）とは転写や型押しなどによりポリウレ
タンレザーの表面に形成された微細な凹凸のこ
とで、色とともにデザインを決める重要な要素。



環境に優しい梱包への取り組み

Ultrafabricsでは、2018年にバインダーボックスやサンプル送付

用の封筒、工場からお客様に商品をお届けするための梱包材など、

全ての包装を環境に優しいエコパッケージにする取り組みを 

グローバルに始めました。リサイクル可能で環境に優しいクラフト

紙による包装を、当社グループのブランド認知度を高める取り組み

と一体で推進します。再生可能資源から作られた包装材には、

Ultrafabricsがブランディング戦略として推進する「赤いスウォッチ

（Red Swatch）」のコンセプトに沿い、当社製品の価値を支える 

西洋と和の融合、匠の技を体現するシンプルでクリーンなデザイン

を取り入れております。
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01 バイオベース製品の開発・販売

限りある化石資源の利用削減が求められる中、再生可能資源で 

作られた製品に対するお客様の需要はますます高まると期待され

ています。当社グループも石油依存度の減少及び再生可能資源を

利用した製品の研究開発に力を入れており、2019年には農産物や

森林物資などの再生可能資源から作られた製品に与えられる米国

農務省のバイオベース製品認証を取得した製品を販売する予定で

す。当社グループでは持続可能な社会の実現に向け、樹脂や基布

などの原料供給メーカーの皆様との緊密な連携・協力のもと、再生

可能資源の使用による環境配慮型製品の開発を推進します。

03 Treedomとの提携

Ultrafabricsは自社の活動における環境への負荷を最小限に抑え、

持続可能な社会の実現に貢献する活動の一環として、2019年より

Treedom（https://www.treedom.net/）と提携してヨーロッパ、

アジア、アフリカでの植林活動に取り組みます。Treedomの地域社

会における雇用機会の創出、地域住民の公正な収入の確保、食の主

権の実現を目指す活動を支援するとともに、植林・森林の育成によ

り、当社のカーボンフットプリントの削減に取り組みます。
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OUR 
SUSTAINABILITY

当社グループの掲げるサステナビリティのフレームワークである

製品（Product）、地球環境（Planet）、人（People）という

3つの領域に沿って私たちの活動を紹介します。

持続可能な社会の発展に向けた私たちの取り組み

◆��高い機能性を備え、目に美しく、触り心地に優れ、人間の感性に
訴える製品を信頼される品質で提供します

◆��製品そのものがよりサステナブルになることを目指した研究開
発に取り組みます

◆��多様で開かれた環境の下、グローバルな人材育成と安全な職
場づくりに取り組みます

◆��地域とのつながりを大切にし、福祉事業や地域の人材育成な
ど社会のニーズに応えます

◆��原材料の調達、製造工程、物流など製品のライフサイクルを通じ
て生じる環境への負荷を管理し、事業と環境保全の両立に取り組
みます

PRODUCT

PLANET

PEOPLE
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P R O D U C T  D E V E L O P M E N T

製品特性を更に追求し、
お客様の満足度向上につなげていきます
私たちは、柔らかな風合いやしなやかな触感、多彩な色やデザインにより利用者の主観的な感性に訴え

る製品を作ることで、利用シーンに合わせた快適な空間づくりを目指しています。更に、お客様の特性や

ニーズに合わせ、通気性や防汚性など様々な機能を開発することにより、当社の製品はアパレル・家具

から自動車・航空機の内装材に至るまで、幅広い分野で使われるようになりました。私たちは、今後も幅

広い分野で、利用者一人一人の生活に更に寄与できることを目指した製品開発に取り組みます。

お客様のニーズに応える取り組み
PRODUCT
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 利用者のニーズに応える取り組み
私たちの製品は、風合いや触感、色やデザイン、無臭性など主観的な感性
に訴える特性により利用者の快適さを追求しています。何を最も良いと感
じるかは人によって異なることから、製品開発においては、当社グループ 

とお客様企業のデザイナーや調達部門が初期段階から緊密に連携します。
このような主観的感性に訴える品質は、最新の機械設備の活用だけではな
く、高度な技術・デザイン等専門知識及び経験をもった専門家が目で見て、
手で触り確かめるプロセスを繰り返すことにより実現されており、当社 

グループでは技術の伝承による専門的人材の育成にも力を入れています。

 幅広い用途への応用を可能にする機能性の追求
ハイエンドのレザーに求められる機能やデザインは、その用途によって 
異なります。特に当社のお客様は様々な機能と最先端のデザインを求め 
ます。当社グループでは、Ultrafabricsが汲み取ったお客様のニーズを、 
第一化成が直接的に製品開発へ反映し、量産までの展開が迅速に行える
体制を構築しています。幅広い用途に対応するため耐加水分解性、抗菌
性、通気性、防汚性、耐光性、難燃性など様々な機能を両社協力の下開発
してきました。今後はこれまでの主要販売先である家具分野に加え、品質
に対する要求水準が更に高い自動車、航空機等の分野における製品用途
の拡大に努めてまいります。

 Wired

Wiredは、Ultratechシリーズの新商品として開発されました。細心の注
意を払い最先端の素材を使って設計されたWiredは、比類ない機能性を
備えながら、感性に訴えるしなやかな触感をお届けします。Wiredは、世界
で最も厳しい化学物質放射の規格へ適合を認証するGREENGUARD 
GOLD認証を受けるとともに、米国の医療団体が推進するHealthier 
Hosp i ta l s  p rogramが推奨するHea l th ie r  Hosp i ta l s  Sa fe r 
Chemicals Challenge V2.0にも適合しております。

トレードショーの様子

Wiredを使用した椅子

航空機での当社製品の使用例
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品質はブランド向上の
絶対条件、品質の維持・
向上に努めます

私たちは日本ならではの技術と国産メーカーからの原材料

を駆使して高い品質の製品を日本で作り、世界中のお客様

のニーズに応えていくことで成長を遂げてきました。衣料用

ポリウレタンレザーの開発から始まった当社の製品は、家具

や医療設備だけではなく商業用航空機の内装材や自動車の

シート用レザーにも採用されるなど用途が確実に広がって

きており、安定的な供給と併せて品質管理が更に重要な課

題になると考えています。持株会社体制の下、製造を担う日

本の第一化成と販売を担う米国のUltrafabricsが同等か

つ共同で品質に責任を持つことで、工場における人の目と先

端技術による全量検査に加え、お客様の声がきちんと反映

される品質管理の仕組みづくりに取り組んでいます。

品質管理への取り組み
PRODUCT
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ISO9001登録証

お客様の声を製品に活かすスキーム

世界中のお客様の声を
Ultrafabricsが吸い上げる

その情報を第一化成に
確実にフィードバックする

その情報を共有し、新たな製品開発や
製造プロセスの改善につなげる

 品質向上への取り組み
当社の製造子会社である第一化成では、企業理念を基に品質方針を制定
し、品質の向上に力を入れています。1999年以降、品質マネジメントシステ
ムの国際規格であるISO9001の認証を本社、製造拠点、研究所等で順次取
得し、2018年にはUltrafabricsも同認証を取得しました。品質保証部門を
中心に同規格の運用を通じて継続的な品質改善による顧客満足度の向上
に努めています。また、当社は自動車向けポリウレタンレザーの生産もして
いることから、自動車メーカーを中心とするグローバルなサプライチェー
ンへの参画に向け自動車業界向けの国際的な品質マネジメントシステム規
格であるIATF16949取得に向けた準備を進めています。

 日本と米国の連携
当社グループは2017年10月より持株会社体制への移行に伴い、持株会社
の100%子会社であり製造及び基礎研究を担う日本の第一化成と販売及び
ブランドマネジメントを担う米国のUltrafabricsが、共同で品質管理に 

取り組む体制となりました。これまで当社では、主要な原材料である基布や
樹脂などの質的・量的な安定確保のための国内取引先との連携、及び国内
製造工場における品質マネジメントシステムの運用による製品の品質向上
の活動を主に第一化成が担ってきましたが、新体制の下では、Ultrafabrics

が受けたお客様のご要望や苦情、その他品質に関するフィードバックが確実
に第一化成の開発や製造の現場に届き活かされる仕組みをつくることで、
更なる顧客満足の実現に努めてまいります。

当社グループにおける営業及びロジスティクスの担い手として、Ultrafabricsは各種認証
の取得及びその準備プロセスを通じて社内体制を整備・強化してきました。第一化成の協
力の下で品質管理体制の整備を進め、2018年8月にはISO9001の認証を取得しました。
これにとどまらず、継続的な業務改善と顧客満足の実現、そして自動車向け製品市場にお
ける更なる飛躍のために現在IATF16949の認証取得に向けた準備を進めております。
　更に2019年中の取得を目指すISO14001認証は、当社が環境関連法規制を遵守し、 
エネルギー使用量と廃棄物の削減への取り組みを今後推進していくために不可欠と考え
ています。製品及び事業に関する情報の透明性及び持続可能な社会に向けた取り組みに
対するお客様の期待と要望は年々高まっています。第一化成と密接に連携・協力し、お客様
の期待と要望に応えるとともに、高機能ポリウレタンレザー市場を牽引していきます。

2018年8月、ISO9001の認証を取得し、更なる持続的成長に
欠かすことのできない、IATF16949／ISO14001の
認証取得に向け着実に準備を進めていきます。

Ultrafabrics Inc.　
Quality Manager
品質管理課課長

Janet Kuntz
ジ ャ ネ ッ ト・ク ン ツ

VOICE
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人に優しく、環境にも優しい製品開発を
推進していきます
私たちは製品そのものがより環境と人に優しく、サステナブルになることを目指した製品開発への取り

組みを進めています。当社の製品は、アニマルフリーでラグジュアリーなレザーでありながら本革や

PVCに比べて軽量です。またファブリックよりも寿命が長い、という特徴を持ち、走行時や運航時の二酸

化炭素排出量削減を推進する自動車メーカーや航空機メーカーのサステナビリティへの取り組みを、

様々な面で支援しています。加えて、私たちの製品を常により安全かつ健康的な環境で利用できること

を目指して、当社製品に含まれる化学物質に関する情報の透明性向上や、当社製品の使用時の安全性を

担保する第三者の認証取得にも取り組んでいます。

環境に優しい製品への取り組み
PRODUCT

S U S T A I N A B L E  P R O D U C T
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安心・安全な製品の研究

Health Product Declarationsのロゴ

Uf独自のレザー

一般的なレザー

約1/2
軽い

アニマルフリー

 グリーンプロダクト
私たちは製品の開発・製造を通じて、お客様のサステナビリティに関する取
り組みを支援し、持続可能な社会の実現に貢献します。

●�お客様の気候変動への対応に貢献
当社の製品は本革やPVCと比べて約1/2～2/3の重さです。航空会社や電
気自動車の開発を進める自動車メーカーの1gでも軽い素材へのニーズに
応えることで、お客様の二酸化炭素をはじめとする温室効果ガス削減が可
能となります。

●�お客様の廃棄物削減の取り組みに貢献
高い耐久性と防汚性を備えた製品開発により、汚れるとクリーニングや交換
が必要となる布製シートを、清掃が簡単で長期間使用できるポリウレタンレ
ザー製シートに置き換えることが可能となります。

●�お客様の生物多様性保全の活動に貢献
当社の製品は本革と同等の高級感を持つアニマルフリーのレザーとして、
動物由来の素材使用を避けたいと考える欧米のお客様を中心としたニーズ
に応えており、お客様の生物多様性の維持に向けた取り組みに貢献します。

 化学物質に関する情報の透明性向上
当社グループでは自社製品に含まれる化学物質に関する情報の透明性 
向上に努めており、2018年10月には全ての製品ラインに関してHealth 
Product Declarations（HPDs）を発行しました。Health Product 
Dec la ra t ion  Co l l abora t i ve（HPDC）（ht tps : / /www.hpd -
collaborative.org/）は、より健康的な建造環境の実現に向け建築家、デザ
イナー、建物オーナー、製造業者、その他250を超える建築関係者が共同で
推進する建築材料に関する情報の透明性向上を目指す取り組みです。
HPDCは各社製品の原材料や健康に影響を与えうる化学物質の情報を開示
しており、各社のHPDsは同団体ウェブサイトで閲覧可能です。また当社は、
製品のVOC放散や品質管理システムの効果的運用を担保するIndoor 
Advantage認証取得に向けた第三者機関による監査を進めており、2019
年中の認証取得を目指しております。

�未来志向の研究開発
私たちはよりグリーンでより安全な製品をお客様に届けることを目指した
研究開発に取り組んでいます。現在研究開発のテーマとして、製品の中に占
めるバイオ（植物由来）比率を高める研究や無溶剤製品の開発を取り上げて
おり、将来これらの製品がラインアップに加わる予定です。
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PLANET

環境保全への取り組み

環境への負荷を
しっかりと認識し、
環境保全に向けた
体制づくりを進めます
私たちは、高い品質と供給の安定性の確保に向け、2018年

9月に生産2ライン化を完了しました。一方で、気候変動、 

資源の枯渇、そして自然環境の劣化がもたらす社会や環境

への影響がより明らかになるにつれ、地域社会や世界中の

環境意識の高いお客様から、日々の事業活動の中でこうした

課題に取り組むことへの期待が高まっています。私たちは、

こうした期待に応えていくために生産能力の拡大と併せて、

製品のライフサイクルを通じて生じる環境への負荷を徹底

管理し、事業と環境保全の両立に向けた積極的な取り組み

を推進していきます。
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 環境マネジメント体制の構築
当社グループでは企業活動が環境に及ぼす負荷を適切に管理し、成長と環
境保全を両立する経営をグループ全体で推進していくために、ISO14001

認証の取得に向けた準備を開始しました。私たちのビジョン、環境目標の 

達成、法規制の遵守をグループで徹底するために、環境方針を策定し、第一
化成社長をトップマネジメントとするグローバルに統一した環境マネジメン
ト体制を構築しています。第一化成・Ultrafabricsそれぞれに環境管理責
任者を配置し、それぞれの地域における法規制等の把握と遵守、外部・内部
の課題や利害関係者のニーズの把握、環境目標の設定と実現を両子会社
で推進するとともに、グローバルに環境マネジメントを展開するため、海外
を含む各事業所に対する本社規則類の伝達や監査の実行、グループ重点
管理項目の取りまとめなど、地域横断的な活動を第一化成に設置した環境
マネジメント事務局が担っております。

当社グループのグローバル
環境マネジメントシステム

事
務
局

第一化成　　　　
環境管理
責任者

Ultrafabrics　　　　
環境管理
責任者

第一化成社長

日本国内　
4拠点

海外　
2拠点
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当社グループの環境方針

1.�当社の環境方針を次の通り定める。
 ①  法規制等の順守：事業の推進にあたって、環境関連の法規制、

および自社が重要と判断するその他の要求事項を順守する。
 ②  温暖化防止：事業活動の様々な段階において使用エネルギー

を節減し、温室効果ガスの発生の抑制に努める。
 ③  循環型社会の実現：廃棄物等の発生を抑制することや、資源

を再利用・再生利用することにより、循環型社会の実現に貢献
する。

 ④  化学物質管理の徹底：化学物質を適切に管理しリスクを低減す
るとともに、化学物質の排出削減に取り組み、環境汚染の予防
に努める。

 ⑤  生物多様性の保護：アニマルフリーの製品の提供をはじめとし
て、事業活動に伴う生物多様性への影響低減に努める。

2.���ISO14001に基づく環境マネジメントシステムを通じて、環境目
標の設定や実績のモニタリングを実施し、環境方針を実現する。

3.��環境パフォーマンスを向上するため、各部門、部署の全ての人々
が環境マネジメントシステムを積極的に活用するとともに、継続
的に改善する。

4.��製品やサービスを持続可能な方法で調達し、また取引先に対し
取引先自身の環境パフォーマンス向上を奨励する。



環境負荷低減に向け、重点課題へ
積極的な取り組みを加速していきます
当社グループでは、グループ全体に関わる環境調査を行い、外部・内部の課題や利害関係者のニーズを把

握した上で毎年重点管理項目を特定し、経営目標や評価指標を定めていく体制を構築しました。国内外の

各事業所は担当部門長主導により、それぞれの環境影響評価とともに指針の要素を盛り込んだ実行計画を

立案し、目標達成の評価方法、重点施策、必要な資源、施策の完了時期などを定め実施します。計画の実施

状況は、法規制の遵守状況などとともにマネジメントを含む定例会議で定期的にレビューされ、継続的改

善につなげていきます。

　このようなPDCAサイクルを回すために、当社グループでは環境マネジメント手順や社内コミュニケー

ション、緊急事態における対応や外部委託先への要請ルールなどをとりまとめた環境マネジメントシステ

ムルールブックを作成するとともに、職場での役割の中で従業員が有効な環境活動が推進できるよう、 

目的や職務内容に応じた様々な環境教育を実施しています。

環境負荷低減への取り組み
PLANET

E N V I R O N M E N TA L  A C T I V I T I E S
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 2019年の主な重点管理項目
◆温暖化防止
当社では、製品のライフサイクルの中で排出する二酸化炭素量の削減を目
指し、製造及び物流を通じた事業全体での排出量削減に取り組みます。これ
まで生産能力向上と最新の設備機械導入により、生産効率向上を通じた使
用エネルギー削減を推進してきました。2018年9月に製造工程2ライン化
が完了し生産体制が確立したことから、2019年以降は工場で使用されるエ
ネルギー及び二酸化炭素排出量の管理・測定を進め、原単位あたりの排出
量削減を目指します。また生産の遅延等による空輸を削減し、海運による輸
送割合を高めることにより輸送時の使用エネルギー削減にも努めます。

◆廃棄物・省資源
当社では、資源循環型の社会構築に貢献すべく、事業活動全体にわたり使
用する資源をできるだけ少なくすることを目指しています。製造工程で発
生した異常による不適合品、最終製品を出荷する際に切り落とした端切れ
などの廃棄物を極力削減するために、各工場では、原材料の徹底管理、各
製造工程における異常発生管理を通じた不適合品・不良品発生率の改善、
製品出荷時におけるカット数量の削減などに取り組んでいます。また、廃棄
物の有効利用に向けた取り組みとして、不適合品を活用したバッグの製作
や、CSR活動の一環として福祉事業者とタイアップしたノベルティグッズの
製作などを行っています。

◆化学物質の適正管理
廃棄物削減及び再利用推進の一環として、ポリウレタンレザーの製造過程
で使用される溶剤の回収及び再利用にも取り組んでいます。ベースとなる
織物などにポリウレタン樹脂を塗布する際に溶剤と水を活用していること
から、塗布工程で使用された水には溶剤が含まれています。ここから溶剤
を取り除き、再利用する設備を設置し、溶剤の回収と再利用を行っていま
す。2018年の8月には回収・再利用のための新しい設備の建設が完了し、
運転を開始しています。新しい設備導入により溶剤のより効率的な回収を
目指すとともに、更なる環境への負荷低減を目指しています。

◆環境に優しい製品・包装
製品の開発・製造を通じて持続可能な社会の実現に貢献することを目指し、
製品の中に占めるバイオ（植物由来）比率を高めたポリウレタンレザーの開
発など、お客様により環境に優しい製品の選択肢を提供し、その販売活動に
力を入れていきます。またUltrafabricsでは、バインダーボックスやサンプ
ル送付用の封筒、工場からお客様に商品をお届けするための梱包材など、
全ての包装を環境に優しいエコパッケージにする取り組みを進めています。

群馬工場の生産設備

異常発生管理の様子
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働きやすい職場作りと
多様性を活かした人材育成を目指します
世界中のお客様の期待に応える製品を提供し、企業として成長し続けていくためには、従業員一人

一人が高い倫理観を持ち、自己の能力を高めていくことが求められます。当社グループでは、多様性

を競争優位の源泉として活かすための人材育成や、従業員が安心して力を発揮できるための労働環

境整備に取り組み、従業員が常に高い士気を保てる職場環境づくりに努めています。第一化成及び

Ultrafabricsがそれぞれ育んできた企業文化を土台としつつ、両社の優れた文化をお互いに共有・

理解し取り入れていくことで、グループ各社の従業員が自己の成長と夢の実現を果たすことのでき

る職場づくりを目指しています。

PEOPLE

従業員への取り組み

E M P L O Y E E  I N I T I A T I V E

2020



人材交流プログラムの様子

ヨガレッスンの様子

 グローバル人材育成の取り組み
Ultrafabricsは長年にわたりお客様に寄り添い、ニーズや需要動向を第一
化成に伝えることによって製品開発や研究開発の指針作りを支援してきま
した。一方で、第一化成は職人の経験と技能に裏打ちされた「匠の技」で
Ultrafabricsが汲み取ったニーズに応える製品を世に送り出してきまし
た。今般の持株会社化により、両社が同一グループの下で経営されること
で、両社の従業員がこれまで以上に互いの会社の持つ機能と役割への理解
を深め、相互理解を促進していくことを通じて、グローバルなプラット
フォームの下で多様な人材が活躍できる組織作りを推進しています。具体
的には、Ultrafabricsで日本語教室、第一化成では英語教室を実施すると
ともに、駐在員派遣や人材交流プログラムの実施による両社の経営層・従
業員の交流を通じた相互理解促進に積極的に取り組んでいます。

 労働安全衛生推進の取り組み
第一化成では、製造のための各種機械の操作や有機溶剤の使用に伴う、物
理的・化学的な危険性を内包する人的作業があります。そのため、製品の安
全性確保や環境保全と同時に、従業員の安全・衛生管理にも細心の注意を
払い、リスクアセスメントを通じて災害と健康障害が生じない快適な職場
環境の実現に努めております。また、事業拡大に伴う生産量の増加に対し、
生産機器の増強とともに適時・適切な人員採用を推進し、過剰な労働負荷
を軽減する取り組みも継続しています。
　Ultrafabricsが担う保管・出荷業務においても、従業員のフォークリフト
等重機運転資格の管理や庫内業務に関する継続的な研修を徹底すること
で、倉庫内の安全な労働環境の維持に努めております。

 従業員の心身の健康増進
従業員の健康と幸福は全ての組織にとって一番大事なものです。
Ultrafabricsでは、2018年6月から従業員の心身全ての健康促進を推進
するためにウェルネスプログラムを導入しました。従業員主導によるヨガ
レッスン（毎週）の開催をはじめ、ジム会員登録の支援、ヘルシースナックの
提供、ゲストを招いての健康にかかわる講演の開催など様々な取り組みが
行われています。

群馬工場内の様子
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企業市民として、
地域社会での責任を
果たしていきます

私たちは、グループが拠点を持つそれぞれの地域社会でのつ

ながりを大切にし、地域社会の一員として社外の皆様と協同し

ながら地域社会の持続可能な発展に貢献する取り組みを推進

しています。地域社会の課題解決に取り組む団体への寄付に加

え、自社で製造した製品を活用した障がい者の自立支援、被災

地企業の支援、大学への制作用素材提供を通じた次世代の専

門家育成支援や、地域大学・学校からのインターンシップ受け

入れを通じた就業支援など、自らの事業プラットフォームの特

性を活かしながら地域社会への貢献に取り組んでいます。

地域社会貢献への取り組み
PEOPLE
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M
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地域貢献活動

Ultrafabricsは、地域社会のニーズや課題解決に取り
組むために、素材提供や慈善寄付を通じて様々な団体の
活動を支援しました。

2018年支援先例
●FabScrap

ニューヨークに本拠を置くFabScrapは、通常
廃棄されてしまう製品や素材のリサイクルや、
デザイン業界での再利用を推進しています。

●AIDSfreeAFRICA

アフリカにおける必須医薬品や医療診断、科学教育の普及を
推進するとともに、高品質な医薬品を自ら生産できる環境づく
りを支援する専門家の団体です。

●乳がん撲滅に向けた取り組みの支援
Ultrafabricsは、米国がん協会（American Cancer Society）
による乳がん研究のための募金イベントである5マイルウォー
クへの参加を推奨しており、毎年多くの従業員とその家族が
Team Ultrafabricsとして参加しております。



 障がい者の経済的自立支援
当社は、社外の皆様と協働しながら障がい者の自立と社会参加を応援して
います。2017年より、障がいや疾患のある方がより豊かに暮らしていく基
盤づくりをサポートするリカバリーカレッジや、療育が必要と認められるお
子様のいる家族を支援する放課後デイサービスを運営する社団法人など
を傘下に持つParquet（パルケ）グループと協働した取り組みをはじめま
した。微細なキズや汚れ、色むらにより、お客様に出荷ができない当社製品
を活用してParquetグループの施設で作られたトートバッグを、当社で購
入しノベルティグッズとして活用しています。お客様や地域の方々とのコ
ミュニケーションの機会に活用することで、社員の意識啓発にもつながっ
ています。

 被災地企業の支援
2018年、第一化成はYUKIZNAという新たな素材を開発したビルマテル
社への「訳あり品」（色や風合いの面でお客様のご要望にそぐわなかった
製品など）の提供を開始しました。YUKIZNAとは些細な傷等で廃棄され
てしまうレザーを六芒星のピースに裁断し、パズルのように手作業で組
み合わせることでシートや製品を作ることができる技術を持つブランド
です。YUKIZNAの緻密な製造を行うアストロ・テック社は東日本大震災
で被災した宮城県南三陸町の企業です。YUKIZNAを日本の代表的なブ
ランドにするためにアストロ・テック社は震災直後から技術開発を行って
います。
　第一化成はYUKIZNAの背景に深く共感し、「訳あり品」の再利用や被災
地企業の支援にとどまらず、日本を代表する新たなブランドの発展の支援
を目指し、様々な展開を検討しています。

 地域社会における人材育成の支援
当社グループは、地域社会における就業支援や専門能力の育成活動に 

積極的に取り組むことで若年層の教育に貢献しています。Ultrafabricsで
は地元の学生を中心にインターンシップを積極的に受け入れており、
2018年には12名を受け入れ就業経験を得る機会を提供しました。第一化
成では、多摩美術大学のCMTEL（シムテル、Color Materials Trends 

Exploration Laboratory）向けに製品サンプルの提供を始めました。
CMTELはアートやデザインを学ぶ学生のみならず社会へも開かれた、制
作物の材料やアイデアの糸口を見つけるための素材研究室で、国内外の
多くの企業から提供された「特殊素材」の展示や「色彩」「トレンド」に関する
資料を収集する、クリエイターの創造の未来を切り拓いていく重要なアー
カイヴです。当社は、学生の制作活動への素材提供を通じて、デザイン分
野における専門的人材教育の取り組みを支援しています。

Parquetグループで製作されたトートバッグ

YUKIZNAの作業の様子

CMTELでの作業の様子
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当連結会計年度における我が国経済は、相次ぐ自然災害
や原材料価格上昇などの影響を受けながらも、底堅い企
業収益を背景に雇用・所得環境は改善し景気は拡大基調
を継続いたしました。また、世界経済は米国と中国の貿易
摩擦や新興国の景気減速など不確実性の高い状況はあ
るものの、米国において好調な景気状態が継続し、全体
としては堅調に推移いたしました。このような状況の下で
当社グループは、グループ3社（ホールディングス、第一
化成、Ultrafabrics）で１月をスタートする初めての年と
なり、販路の拡大や生産基盤の拡充・強化を注力課題とし
て取り組んでまいりました。当社製品に対する旺盛な需
要が続く中、第一化成では夏までラインの増強工事をし
ながらの生産となり、フル稼働生産に追われる期間も長
く続きました。Ultrafabricsは順調なマーケティングを
行い、４月にはドイツ・ハンブルグで開催された航空機内

装ショーでパートナーと共同で初めてブースを出展し、 
5月にはイギリス・ロンドンにショールームをオープンしま
した。製品開発面では、Ultraleather Tottoriを9月に発
売するとともに、再生可能資源で作られる製品への需要
にも応えるべく、2019年の発売を目指してバイオベース
製品の開発を進めてまいりました。
　この結果、2018年12月期の売上収益は119億1百万
円、営業利益11億68百万円、税引前利益6億72百万円と
なり、2018年11月14日に上方修正いたしました業績予
想との比較でいずれも上回りましたが、2019年12月期
に導入予定の連結納税制度の影響等により当期利益は
業績予想を若干下回り3億77百万円となりました。なお、
2017年12月期は決算期を3月より12月に変更したこと
による変則決算となるため、前年比情報は記載しており
ません。
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用途別売上収益の概況

用　途 売上収益構成比率 概　況

家 具 用 28.3%
柔らかな風合いに加え、通気性等の高い機能性とデザイン性が評価され、北米を中心に椅子などハイエンドのオフィス用家
具や住宅用家具、ホテルやレストランなどの家具・内装材に使われております。当期においては、年初に生産のタイトな状況
が続きましたが、生産能力向上により年末にかけて通常のレベルまで在庫が回復し、売上収益は堅調に推移しました。

自動車用 30.1%

ギアシフトブーツなど従前から採用されていた用途に加え、技術開発による高い耐摩耗性や耐久性の実現によりシートを含
む他の内装材での採用が増加し、売上収益は大幅に増加しました。特に欧米では、動物由来の素材を避ける消費者ニーズに
応えるアニマルフリーの高級内装材として、当社製品の採用を検討するメーカーが増えています。当期はギアシフトブーツ
等従来用途の売上が堅調に推移する中、シート向けが伸長し全体を押し上げた結果、売上収益は大幅に増加しました。

航空機用 9.1%

ビジネスジェットの内装を中心に事業を展開してきましたが、近年大型の民間航空機の内装にも採用され、着実に事業を拡
大しております。また燃費向上の観点から軽量な当社製品の採用意欲は高まる傾向にあります。当期においては採用までの
リードタイムの長い民間航空会社プログラムの検討を中心に行う中、既存プログラムの需要が旺盛で売上の増加に貢献し
ました。

そ の 他 32.4%
当社では用途別の個別ニーズに合わせてデザイン性、機能性、触感のバランスをとる製品開発を行い、幅広い分野における
採用につなげております。当期は、手袋・衣料用では生産能力の制約から受注調整を余儀なくされたものの、Ultrafabricsの
レクリエーションビークル、トラック、ボート、医療用などその他用途は、従来と同水準で推移しました。

連結財政状態計算書（要約） 連結損益計算書（要約）

前連結会計年度
（2017年12月31日）

当連結会計年度
（2018年12月31日）

資産
流動資産 5,243 5,224 
非流動資産 21,674 22,528 
　有形固定資産 4,858 5,834
　のれん 8,091 7,929
　無形資産 8,336 7,663
　その他の非流動資産 389 1,102
資産合計 26,917 27,752

負債
流動負債 5,226 4,324
非流動負債 12,491 13,428
負債合計 17,716 17,753 
資本
資本金 1,387 1,409
資本剰余金 1,846 2,306
利益剰余金 6,524 6,757
自己株式 △469 △333
その他の資本の構成要素 △87 △140
資本合計 9,201 10,000
負債資本合計 26,917 27,752

（単位：百万円）（単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書（要約） （単位：百万円）

前連結会計年度
2017年  4月  1日から
2017年12月31日まで

当連結会計年度
2018年  1月  1日から
2018年12月31日まで

営業活動による
キャッシュ・フロー 1,231 1,104

投資活動による
キャッシュ・フロー △2,851 △1,642

財務活動による
キャッシュ・フロー 1,045 119

現金及び現金同等物に
係る換算差額 △167 △13

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少） △742 △432

現金及び現金同等物の
期首残高 2,422 1,680

現金及び現金同等物の
期末残高 1,680 1,248

（ ）（ ）

（ ）（ ）
前連結会計年度

2017年  4月  1日から
2017年12月31日まで

当連結会計年度
2018年  1月  1日から
2018年12月31日まで

売上収益 7,848 11,901
売上原価 △3,907 △6,056
売上総利益 3,941 5,845
販売費及び一般管理費 △3,353 △4,669
その他の収益・費用 △16 △8
営業利益 572 1,168
税引前当期利益 204 672
親会社の所有者に帰属する
当期利益 71 377

※ 当社グループは、2017年12月31日に終了する連結会計年度より国際会
計基準（以下「IFRS」）を任意適用しております。また、前連結会計年度の
財務数値についても、IFRSに準拠して表示しております。

連結財務諸表
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主要拠点

沿革

販売事業

Ultrafabrics�Europe�Ltd.

ロンドンショールーム

Ultrafabrics�Inc.

1966年 2004年 2016年1979年

1999年 2007年 2008年

ポリウレタンレザーの製造販売を目的
として第一化成株式会社を設立

Ultrafabrics Inc.を
完全子会社化

ロンドンショールーム
を開設

埼玉事業所を新設
ジャスダック証券
取引所に上場 群馬工場を新設

2017年
2月

第一化成がウルトラファ
ブリックス・ホールディ
ングス株式会社に商号
変更し純粋持株会社化

2017年
10月

2018年
5月

タリータウンに本社を
移し、エルムズフォード
に倉庫を新設

Ultrafabrics Europe
を新設

Ultrafabrics Inc.を設立し、
第一化成と提携

➊

➋

➌

➊

➋➌

製造事業

ウルトラファブリックス・�
ホールディングス本社
第一化成本社

第一化成 群馬工場

第一化成 埼玉事業所

第一化成 研究所

➌ ➍

➎

➏

➏➌

➍
➎

事業概況
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会社概要

グループ事業概要

株式の情報

会　社　名 ウルトラファブリックス・ホールディングス株式会社
 (英訳名）Ultrafabrics Holdings Co., Ltd.（2017年10月1日より）

設立年月日 1966（昭和41）年1月12日

上　場　日 2003（平成15）年2月27日

取　引　所 東京証券取引所　ジャスダック市場　スタンダード　（証券コード4235）

資　本　金 14億926万5千円（2018年12月31日現在）

所　在　地 本社　東京都八王子市明神町3-20-6 八王子ファーストスクエア6Ｆ

子　会　社 第一化成株式会社、Ultrafabrics Inc.（2018年12月31日現在）

決　算　期 12月（2017年6月開催の定時株主総会決議により、3月から12月に変更）

グループ主要取引銀行 みずほ銀行八王子支店、りそな銀行八王子支店、きらぼし銀行八王子中央支店、日本政策金融公庫立川支店

株式の状況（2018年12月31日現在）

発行可能株式総数 27,200,000株

発行済株式総数 普通株式 6,830,000株

 Ａ種優先株式※ 1,850,000株

株主総数（普通株） 1,346名

※A種優先株式については、有価証券報告書をご参照下さい。

株式メモ

事業年度 1月1日から12月31日まで

定時株主総会 毎年3月

剰余金受領株主確定日 毎年12月31日

中間配当金受領株主確定日 毎年6月30日

単元株式数  100株

株主名簿管理人 東京都中央区八重洲1-2-1
 みずほ信託銀行株式会社

湿式ポリウレタンレザーの製造及び販売

証券会社等に口座をお持ちの場合 特別口座の場合

郵便物送付先

お取引の証券会社等になります。

〒168-8507 東京都杉並区和泉2-8-4 みずほ信託銀行 証券代行部

電話お問合せ先 フリーダイヤル0120-288-324（土・日・祝日を除く9：00～17：00）

各種手続お取扱店
（住所変更、株主配当金
受取り方法の変更等）

みずほ証券本店及び全国各支店、プラネットブース（みずほ銀行内の店舗）
でもお取扱いいたします。
みずほ信託銀行 本店及び全国各支店
※トラストラウンジではお取扱いできませんのでご了承ください。

未払配当金のお支払 みずほ信託銀行※及びみずほ銀行の本店及び全国各支店（みずほ証券では取次のみとなります）
※トラストラウンジではお取扱できませんので、ご了承ください。

ご注意
支払明細発行については、右の「特別口座
の場合」の郵便物送付先・電話お問合せ
先・各種手続お取扱店をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買取以外の株式売買はできません。証券会
社等に口座を開設し、株式の振替手続を行っていただく必要があります。

公告方法 公告方法は電子公告とする。ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができない場
合は、日本経済新聞に掲載して行う。
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役員紹介（2019年1月1日現在）

代表取締役社長

吉村 昇
第一化成株式会社取締役

Ultrafabrics Inc. Director

取締役会長

中野 淳文
第一化成株式会社取締役

Ultrafabrics Inc. Director

取締役

クレイ・
ローゼンバーグ

Ultrafabrics Inc. 
CEO

取締役（監査等委員）

藤村 俊夫
第一化成株式会社 

監査役

取締役

ダニエル・
ベッカープリマック

Ultrafabrics Inc. 
President

取締役（常勤監査等委員）

三浦 宏平
第一化成株式会社 

常勤監査役

取締役

中川 豊彦
第一化成株式会社 
代表取締役社長

取締役（監査等委員）

伊丹 庸之

取締役

田中 勉
第一化成株式会社

代表取締役副社長兼技術管掌

取締役（監査等委員）

横尾 彰

コーポレート・ガバナンス
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 基本的な考え方

当社では関連する法令・規則を遵守することはもちろん
のこと、コーポレート・ガバナンスの観点から株主や最終
消費者を含む取引先をはじめ、従業員や地域社会を含め
たステークホルダー（利害関係者）に対する責任を果た
し、企業価値の向上、株主への利益還元の充実に取り組
んでいく方針であります。グループ全ての役職員に対し
て、コンプライアンスの重要性の周知徹底と、良識に基づ
いた判断・行動を促すように努めるとともに、経営の公正
性と透明性を高め、意思決定及び執行を的確で迅速なも
のとするために、コーポレート・ガバナンスを経営上の重
要課題と位置付けています。

 企業統治の体制の概要

当社は2017年10月1日より持株会社化するとともに監査
役会設置会社から監査等委員会設置会社へ移行いたしま
した。取締役（監査等委員である取締役を除く）及び監査
等委員である取締役で構成される取締役会を、原則とし
て毎月、また必要に応じて開催しており、重要事項を協議
決定するほか、様々な報告が適宜なされています。

　また、社外取締役の要件を満たす監査等委員である取
締役3名を含む4名が構成員となる監査等委員会を、原則
として毎月、また必要に応じ開催し、監査・監督等を担う機
関として必要事項の審議・報告等を行っています。
　内部監査部は、社長直轄とし、監査等委員と連携して内
部監査を実施し、定期的に報告を行っています。

 監査等委員会設置会社

当社は、監査等委員会設置会社として、取締役（監査等委
員である取締役を除く）のほか、社外取締役の資格要件
を満たす監査等委員である取締役3名を含む4名を監査
等委員に選任し、取締役会及び監査等委員会を定期的に
開催しています。
　取締役会への監督機能を一層強化し、取締役会及び監
査等委員会がそれぞれの機能を十分に発揮することによ
りコーポレート・ガバナンスを更に充実させ、透明性及び
機動性の高い経営の実現を図ることが、株主様をはじめ
とする各種ステークホルダーの期待に沿うものであると
考えています。
　なお、会社の機関・内部統制の関係は以下の通りです。

コーポレート・ガバナンス体制図

株主総会

取締役会 監査等委員会

取締役
（監査等委員である者を除く）

取締役
（監査等委員である者）

会計監査人

顧問弁護士

代表取締役社長

選任・解任 選任・解任

選任・解任当社グループ

選定・解職

指示 指示

指示 指示

連携

内部監査

会計監査
報告

報告 報告

報告 報告

報告

助言

指示

相談

連携

連携

監査・監督

内部監査部

各社社長

当社及び国内外のグループ会社の業務担当部門

各社部門長
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